
来年が介護報酬が変更になる為い現段階での内容を詳しく聞きたかった。「銀行」の視点が

強かったと思う。 

 

 

現場の人間として勉強になった。 

 

良かった。時間がもう少しあると詳しく聞けたのでは 

今後の流れ、動向が掛かった。 

非常に勉強になった。 

とても勉強になった。今後も法改正に向けて行政の話も頂けるとありがたい。資料が見に

くかった。スライドも工夫された方が良い。 

経営者に聞かせたい内容だった。 

 

経営側に立った考え方を持つきっかけになり、とても勉強になった 

すごく勉強になった 

 

 

勉強になった。資料がもう少し見やすいとよかった 

来年の２月か３月に追加でもう一度詳しく宮銀さんにお話しをして欲しい 

 

 

もう少し時間を掛けてゆっくり聞きたかった。 

勉強になった。 

全てがデータで判断されるという事が良く分かった。しかし、データ化できない部分にど

のようにエビデンスを持って判断していけるのか考えていかないといけないと思った。 

資料が見辛かった 

レジュメの字が小さくて見辛かった。 

レジュメの票やグラフ等の字が小さくて見辛かった。 

説明が分かりやすく聞きやすかった 

時間が短かったんが残念。内容はかなり興味があるものだったので大変良かった 

経営者側の考えを理解する良い機会だった 

介護事業所のあり方、サービスの方向性など規模の大きなお話に感じた。反面、そのよう

な情報にも少しずつでも目を向けていくべきだと考えさせられた。 

興味のあるグラフがたくさんあったがパワーポイントでも手元の資料でも見にくかった。

サテライト事業所の意味が分からなかった。色んな事業所が介護業界に参入してくること

が分かった。 



普段の生活の中では聞く事がない話で少しわかりにくかったが、勉強になった。 

運営側からの視点での考えが聞けて勉強になった。 

大変良い話ができた。ですが思っていた話とは違い難しさがあった。 

数字化された事で今後どうしなければならないのかが大体わかってきた。 

 

 

行政から見た運営基準を少しでも学べたと思う。少し難しかった。 

 

冊子の字が見にくくページも分かりにくい。難しい部分になると冊子がないよわかりにく

い。動向については面白かった。 

 

 

 

 

話しの内容が固くて分かりづらかった。 

通所介護と言っても色んな種類の施設や取り組みがある事が分かりとても勉強になった。 

 

一番興味をひいたのは環境分析ではなかったか？現場スタッフには難しかったと思う。資

料も醜く改善が必要だと思う。もう少し割愛するなら初めての人でもわかりやすい工夫が

必要だったと思う。 

 

 

レジュメもスライドも見にくく話しが頭に入って無かった。 

いつもとは違う目線からの講義で脅威深く聞く事が出来た。他部門からの情報もとても勉

強になった。 

時間が短く、慌ただしく感じた 

 

 

資料が少し見辛い 

 

 

研修時間が身近すぎたのでより深く情報が得られない。もう少し論点を絞った説明、研修

の方が良いのでは… 

 

具体的な数値を見てポイントになる論点を知ることができて良かったが、資料が見辛かっ

たのが残念。ネットで見れるという子手だったが検索ワードが分からない。スクリーンの



時も小さかった。話はわかりやすく面白かった。強みを具体的数値で説明できるよう何が

できるか考えていきたい。 

 

 

 

近年まれに見る素晴らしい研修だった。まだまだ話が聞きたい。印刷レベルが低かったの

が残念 

わずかながら現状が理解できた。 

難しい内容だったが、これからの方向性など自分自身で考えていかなくていけないと思っ

た。 

勉強になった。 

内容が少し難しかった。スタッフの専門的な工場ややりがいのある職場づくりについては

今後の問題だと思った。 

自分の仕事にとらわれず、民間のサービスを利用し利用者様の満足をよりプラスにして行

きたいと思った。 

難しかった。 

 

生き残りをかけての新制度への取り組みを考えさせられた講座でした。ありがとうござい

ました。 

 

 

難しい話だった 

施設の特化したものを強みに出来る様スタッフ間で話し合ってみようと思う。 

内容が難しくわかりづらかった。最後のまとめの環境分析は為になった。 

 

大変勉強になった 

 

 

もう少し時間をとってもらいたい。 

 

 

来年度の動向が見えてきた。勉強になった。３月や法改正時に再度研修会をして頂きたい。 

 

経験が浅いので分からないことばっかりだったが勉強になった。 

 

他事業所の動向にもしっかりと意識を向けないといけないと感じた。新たなサービスの提



供にも取り組む必要性を知れた。 


